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Abstract

The90-itemversionsoftheVELdTbstwererecentlydevelopedbasedontheiroriginal
120-itemversionsbydropping5itemsfromeachofthe6partsinsuchawaythatthemean
itemdifficultyofthewholetestwouldremainunchanged.Thissmdyexploredthereliability
andthecdterion-relatedvalidityofthenewlylaunched90-itemversions,aswellashypothetical
versionswithstillfeweritems.Simulated90-itemdatasetsandthosewithgraduallysmaller
numberofitems(ftom84to6)werecreatedbasedonacmall20-itemVELCT℃sFresponsedata
setsproducedbyl30smdents.TheirTOEKpL&Rscoresservedasthecriterion.Regarding
the90-itemversions,itwasfbundthatthey(1)colTelatedvelystronglywiththecorresponding
120-itemversions("=.98orhigher),(2)exhibitedveryhighreliability(alpha=.91orhigher),
and(3)colTelatedwithTOEIC@L&Rpracticallyasstronglyasthefillll20-itemversionsdid.
Regardmgversionswithsmallernumbersofitems,48-itemversionsexhibitedbarelysatisfactory
measurementprecision.

キーワード:VELCTeSt、短縮版、項目数、信頼性、妥当性

'）第６回VELC研究会(2021.9.3)にて行った同タイトルの口頭発表に基づいている。
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１VELCTes tとは
VELCTbst③とは英語能力測定・評価研究会[VELC研究会］によって開発され、

2012年度から実施されてきている日本語を母語とする大学生のための英語力熟達度テ
ストである（靜・吉成,2012)。リスニングとリーディングの120項目によって熟達度を
測定するテストであり、主としてプレイスメントや授業効果の測定のために利用され
ている。その信頼性､妥当性､項目特性などについては繰り返し検証がなされてきた(靜，
2012a;2012b;2013;2014;2015a;2015b;2017;Shizuka,2016;靜・望月,2014;Kumazawa
eta1.2016)。実施開始から８年間のデータについては靜(2020a)が総括的に分析し、
VELCTbSt③が日本の大学生の英語力測定のために有効に機能してきていることを改め
て確認している。２０２０年には新型コロナウイルス感染症拡大によってテストの対面実
施が困難となったため、オンライン版（以下OL版）の運用がスタートした。OL版と
従来のペーパー版（以下PP版）との等価性については確認されている（靜,2020b;靜・
望月,2020)。

2 9 0 間 版
OL版と同時に運用開始されたのが90問の短縮版である。すなわち2021年現在、

L i s t e n l n g P a r t l L i s t e n I n g P a r t 2 L i s t e n n g P a r t 3 R e a d i n g P a r t l R e a d i n g P a r t 2 R e a d i g P a r t 3

図1120問版とgO間版の使用項目の比較イメージ図
各パート内のアイテムはｌ～２０まで項目難度で昇順にソートされている。１２０問版は"+"を付し
た全項目を使用し、90問版は04+''のない網掛け部分の項目を使用しない。
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VELCTbst@には、１２０問PP版、１２０問OL版、９0問OL版が存在する。
９０問版は120問版をもとにしながら、６つのパート各２0問から難易度が異なる各５

問を削除することにより作成した。図１にイメージを示す。この方法により、９０問版
と１２０問版のパート毎および全体としてのテスト難易度はほぼ等しくなるよう調整さ
れている。
理論上、９０問版は１２０問版よりも項目数が３０問少ないぶんだけ測定誤差が大きくな

る。具体的にⅦLCスコアにどの程度の測定誤差があるかはそのスコアレベルによっ
て異なるが、受験者が多いVELCスコア400～600程度の能力帯では、１２０問版で1８
̅２1程度、９0問版では２１～24程度が測定標準誤差であると想定されている（表1)。

表１能力帯別の１２０問版およびgO間版のVELCスコアの測定標準誤差

V E L C ス コ ア 2 0 0 3 0 0 4 0 0 5 0 0 6 0 0 7 0 0 8 0 0

120問版の誤差
９０問版の誤差

3０

３７

2３

２６

18

２２

18

21

21

２４
3０
３２

4６

５３

このような根拠により、90問版には120問版とまったく同じ精度はないものの、そ
れでも主たる用途である学内プレイスメントや授業効果測定などの目的にとっては十
分な精度を保持するはずであると考えられる。ただし、これはあくまで理論的な想定
であり、実際の受験者データによって得点の信頼性などを検証したものではない。
そこで本研究ではこの想定が実際のテストデータによってどの程度裏付けられるか

を確認することとした。また今後のための参考として、９０問からさらに項目数をどの
程度減らすと信頼性や妥当性がどの程度影響を受けるかも調査することとした。

２ 目 的
VELCTbsF90問短縮版が、フルバージヨンである120問版に比べて相対的にどの程

度の信頼性と基準関連妥当性を有しているかを検証する。また今後の参考として、９０
問よりさらに項目数を減らした場合に、信頼性と基準関連妥当性がどの程度影響を受
けるかも併せて検証する。

３ 方 法
S .１分析方法
基準関連妥当性を調べるためには、同一学習者がVELCT℃St③受験と同時（あるいは

比較的近い時期に）に基準となるもうひとつのテスト(TOEIC③など）を受験している
必要がある。しか本研究の実施時点において、９０問版VELCT℃St②の受験者でそのよ
うな基準テストデータが利用可能なケースは存在しなかった。そこで次善の策として、

- ７ ３ -
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TOEIJL&Rスコアが判明している受験者が120問版VELCTbSt⑧を受験した解答デー
タに基づき、９０問版をうけた場合の解答状況を模擬的に作り出し、この120問版デー
タと模擬90問版模擬データを比較することとした。
比較の指標は、（１）信頼性（クロンバックα）と（２）基準関連妥当性(TOEId

L&Rとの相関）である。また、90問版よりもさらに項目数が少ないテストデータを模
擬的に作り出し、（２）と（３）の変化を調べる。
VELCT℃St⑰の結果としてフィードバックされる「VELCスコア」は単純な素点では

なく、Raschモデリングによるlogits値を一般ユーザーによりわかりやすい整数に変換
したものである。しかし本研究ではRaschモデリングによる信頼性係数や受験者分離
などの指標を用いず、あえて素点によるクロンバックαを用いた。これは今回模擬的
に作り出す120通り(4.2参照）のデータセットに対応する120のcon杜olfilesを作成し
て、120回Winsteps(Raschモデリングのプログラム）を走らせるのは、コストパフオー
マンスの面から賢明ではないと考えたからである。一般にVELCTbSt＠の素点とⅦLC
スコアの間には、ｒ＝､97程度の非常に強い相関関係があるため、今回の調査を素点ベー
スで行うことには問題がないと判断した。

３．２データセット
データ提供者は、本研究の目的について説明を受けた上でスコアの提供に同意した

首都圏の大学生("=135)である。そのうち112名は、2019年末から2020年春にかけ
てVELCTbsF120問PP版を受験してかつTOEIC@L&Rのスコアを提供してくれた学生、
23名は2021年１月～２月にVELCTbst.120問OL版を受験してかつTOEIC@L&Rス
コアを開示してくれた学生である。詳細を表２に示す。
前述したようにOL版についてはPP版との等価性が確認されている（靜,2020b;靜・

望月,2020)ため､今回の分析ではPP版と区別せず扱った。そこで､フォーム別に整理し、
フォーム2051("=14)の解答データを｢セット2051｣､フオーム2052("=76)の解答デー
タを「セット2052｣、フオーム２０５５（"＝45）の解答データを「セット2055」と呼ぶこ
ととする。

表２データセット別VELCTest実施時期、フオーム、モード、受験者属性と人数

- ７ ４ -

実施時期 フ オ ー ム モード 受験者所属大学 〃

セット２０５１ 2019年1２月 2051 PP Ａ大学 1４

セット２０５２
2020年１月
2021年ｌ～２月

2052
PP
O L

Ｂ大学
Ｂ大学

5３

2３

セット２０５５ 2020年３月 2055 PP Ｂ大学(14)、Ｃ大学(26)
Ｄ大学（５）

、 4５
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４分析および結果
４．190問版と120問版の比較
まず模擬９０問版と120問版の比較について報告する。この模擬90問版はそれぞれ

の当該フオームに関して実際に短縮版として使用されているのと同一の項目を含むも
のであるので、模擬とはいうもののデータとしては実際の９０問版と変わらないと考え
られる。よって以下では単に９０問版とする。

４．１．１記述統計
まずセット毎に９０問版と120問版の記述統計を表３に示す。平均値としてはセッ

ト２０５２と２０５５がおおよそ同じで、セット2051がそれよりも90問版で15点、120問
版で20点ほど低い。一方、標準偏差に関してはセット2051と2052には大きな差がな
く、セット2055のみ明らかに大きい。標準偏差の傾向についてはセット2051とセッ
ト２０５２はそれぞれ単一の大学に所属する受験者によるデータであるのに対し、セット
2055は３つの異なる大学に所属する学生のデータを合わせたものであることの反映だ
と考えられる。

表egO問版と120問版の記述統計
l20問版９０問版

標準偏差標準偏差 平均平均〃

セット2051
セット２０５２
セット２０５５

14.40

14.27

18.47

ll .33

10.70

l4.39

66.64

85.87

87.04

４

６

５

１

７

４

50.14
65.82

64.51

４．１２相関
３つのセットそれぞれに関しての９０問版と120問版の相関を表４に、ヒストグラム

およびプロットを図２～図４に示す。すべてのセットにおいて相関係数はγ＝､９８を上
回っており、極めて高い。すなわち、プレイスメント目的であれば９０問版は120問版
の代替として十分に機能すると言えよう。

表490問版と120問版の相関係数および上下95%区間
〃 相 関 係 数 下 側 ９ ５ ％ 上 側 ９ ５ ％

セット2051
セット２０５２

セット２０５５

14

７６

４５

987903

983780
989232

961089

974458

980372

996274

989718
994105

- ７ ５ -
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4 . 1 . 3信頼性
次に信頼性の指標として､それぞれのセットにおける９０問版と１２０問版のクロンバッ

クαを表５に示す。まず120問版の数値を見ると、セット２０５１は、サンプルが〃=1４
と非常に少ないにもかかわらずほとんど.９0に近い値である。セット２０５５は.9492と
最も高い。誤解を避けるため述べておくと、これはテストフオームとして２０５５が他の
フォームよりも「信頼性」の高い得点を得やすい、ということではない。クロンバッ
クαはその算出式からも明らかなように、テスト項目の性能とともに受験者能力の散

卯

加

０

印

７（｝“-１１

６０

４０
図２９０問版と１２０問版のヒストグラム

および散布図（セット２０５１)
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４０ 図３９０問版と１２０問版のヒストグラム
および散布図（セット２０５２)
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らばりの関数でもある。セット２０５５のαの値の高さは、異なる３つの大学に所属する
受験者の標準偏差が他のセットよりも明らかに大きかったことが原因であると考えら
れる。９０問版の値を見ると最も低いセット２０５１であっても．8798と十二分に高い。最
も高いセット２０５５では.9359である。セット毎に９０問版と120問版の値の差を比較し
てみると、０.０１～０.０２程度と小さい。

表sggO問版と120問版の信頼性係数（クロンバックα）の比較
セット ９０問でのａ l20問でのａ〃

セット２０５１
セット２０５２
セット２０５５

14

７６
４５

8798

8870
9359

8958

9104

9492
3セット合体 1３５ 91８１ 9333

4 .1 .4基準関連妥当性
次にTOEIC@L&Rのトータルスコアを基準としたときの、基準関連妥当性を吟味す

るが、数値を示す前に指摘しておきたいことがある。それは、VELCTest③は設計思想
からして、TOEIC@L&Rを模そうという意図がそもそもないということである。その意
味でTOEIC@L&Rとの相関の高低は、VELCTeSt③の日本語母語大学生の英語熟達度テ
ストとしての妥当性の高低を必ずしも意味しない。ⅦLCTest@はそれ自体として個別
受験者が日本の大学生全体を基準としてスキル別にどのような位置にいるのかという
集団基準準拠的情報と、スキル別にどの程度のタスクがどの程度の正確さでできるの
かという目標基準準拠的情報の両方をもたらすことのできる測定ツールである、と開
発者として考えている。
そのことを確認した上で、TOEIC@L&Rとの相関を表６に示す。３つのセットは素点

ベースでは厳密には等化されているとは言えないが、事実上はおおむね等しいとみな
せると思われるため、３セットを合わせた場合の相関係数も求めてみた。
セット別に比較すると、やはりαの高低と同じように、セット２０５１が一番低く、セッ

ト２０５５が一番高い。セット２０５１に関しては９0問版のほうが１２０問版より値がわずか

表egO問版と120問版のTOE ICL&Rとの相関係数
セット 90問版 120問版〃

セット2051
セット２０５２
セット２０５５

14

７６

４５

7168

７３６１
８２８３

7016

7592
8394

３ セ ッ ト 合 体 1 3 5 7962 8080

- ７ ７ -
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ながら高いが、これはサンプルサイズの小ささに起因するノイズであると解釈するの
が妥当だと思われる。セット２０５５の値の高さは、やはりこのセットを受けた受験者グ
ループの能力幅（＝標準偏差）の広さの表れであると考えられる。３セット合体した場
合の相関係数は９０問版で7=.7962,120問版でｒ＝､8080である。
なお、再度指摘しておくと、この相関係数は素点との数値である。Raschモデリング

を経たVELCスコア、さらに６つのパート別VELCスコアのすべてを使用した回帰式
で求める予測点(TOEIC相当点）を用いたときの数値は、より高い。具体的には３セッ
ト合体した場合、120問版のVELCスコアトータルとTOEIJL&Rの相関はr=.8373、
予測点(TOEIC相当点）との相関はr=.8437である（表7)。

表73セット合体での素点、VELCスコア、予測点のTOEICL&Rとの相関係数

予測点（相当点）素点 VELCスコアTbta l

8373 8437TOE I C L&RTb t a l、8080

すなわち、今回は簡易的に素点ベースで算出したγ=.8080(120問版）という数値に
関しては、絶対値に着目するのではなく、同じく素点ベースで算出したr=.7962(９0問
版）とそれほど値に差がない、という点にのみ着目するのが適当である。
以上、１２０問版３フオームと、そこから模擬的に作り出した９0問版３フオームを、

信頼性係数とTOEIC@L&Rを基準にした場合の基準関連妥当性を調査した。その結果、
想定どおり、いずれのフオームにおいても９０問版は１２０問版よりも信頼性・基準関連
妥当性ともにやや減ずるものの、テスト目的に照らして十分に高い信頼性と基準関連
妥当性を保持していることを確認した。

4.2項目数をさらに減じた場合のシミュレーション
次に、今後さらなる短縮版を開発する際の基礎データを得るため、項目数がどの程

度減ると信頼性と基準関連妥当性がどの程度影響を受けるのかをシミュレーション的
に調査した。このために、以下の手順で項目数の異なる解答データを作り出した。

(1)90問版の６つのパート（各15問）から各１問ずつ計６問ずつを削除していっ
た。どの項目を削除するかはエクセルのRAND関数を利用してランダムに選ん
だ。こうして８４問版（各パート14問)、78問版（各パート13問)、72問版（各
パート12問)、…18問版（各パート３問)、12問版（各パート２問)、６問版（各
パート１問）の14種類の短縮版データを作成した。

（２）(1)でRAND関数を２回ずつ適用することで、14×2=28種類の短縮版データ
を作成した。

(3)2051,2052,2055の３種類のフオームに(1)(2)の手法を適用し、３×28

- ７８ -
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＝８４種類の短縮版データを作成した。

(4)2051,2052,2055をもとにした２種類ずつの短縮版データ群を合体した、２
xl４=２８種類の短縮版３セット合体データを作成し、(３)に加えた。こうし
てすでに分析した４種類の９０問版データセット４つに加えて、新たに112種類
のデータセットの合計１１６通りの模擬的な短縮版データを作り出した（表８)｡

表８３つのフオームをもとにした１１６種類の短縮版データセットの項目数
数項 目フ ォ ー ム

２４ ３０ ４２ 5４ 6０ 6６ 7２ 7８ 8４６ 1２ 1８ ３６ 4８
'２０9０2０５１

6６ 守 句
ノ 皇 7８ 8４5４ 6０1２ 1８ ２４ ３０ 司 〆

_〕０ 4２ 4８６

5４ う一『ノ 7８ 8４1２ １８ ２４ ３０ ３６ 4２ 4８ 6０ 6６６
9０ 1２０2052

ヲう
ノ ≦ 7８ 8４６ 1２ ３０ ３６ 4２ 4８ 5４ 6０ 6６1８ ２４

5４ 6０ 7２ 7８ 8４３０ ３６ 4２ 4８ 6６1２ 1８ ２４６
1２０9０2055

7８勺 句
ノ ≦ 8４1８ ３０ ３６ 4８ 5４ 6０ 6６1２ ２４ ４２６

6６ 7２ 7８ 8４4８ 5４ 6０６ １２ 1８ ２４ ３０ ３６ 4２
３セット合体 9０ 1２０

7２ 7８ 8４3０ 4２ 4８ 5４ 6０ 6６1２ １８ ２４ ３６６

注：2051,2()52,2053,3セット合体の各上段と下段は､RAND関数をそれぞれ適用して別の項目を削除したもの

４.２.１１２０問版との相関
まず、１１６種類のデータセット素点の、当該120問版セット素点との相関係数を表９

に示す。この数値はフルバージョンである１２0問版を基準テストとしたときの基準関
連妥当性であるとも言える。見やすくするために.９０以上の数値に薄い網掛けを、、９５
以上の数値に濃い網掛けを施している。３つのフォームのうちどれかひとつを元にした
6バージョンのうち､い̅ずれの場合でも４２問あれば数値は.90以上となり、60問あれば.９５
以上となっている。３セット合体した場合には、３0問あれば数値が.９0に達し、４８H

表９項目数の異なるデータセットの１２０問版との相関係数
数目項

一 、 》
ノ ォ ー 今

７つ
／ ≦ 7８ 8４ 9０ 1２０6６1２ 1８ 2４ 3０ 3６ 4２ 4８ 5４ 6(）６

綴８９２ 9２ 9５ 9６ ’７ ９８§9２ ９２ ９３ヲ１
ノ I 6９ 7８ 8９

１．０’９2０５１
9４ りく 9７ 9８９０ ９２ 9２ 9s6７ 8７ ８１ 8３ 8９ 8７

9７ ’８独ざ 綴５ 9７9１ ９３ 9６ 9７司 句

ノコ 8４ 8６ 9１ Ｏうジ ー

１．０９８２０５２
､9５ ９８ 9８9６ 9芯 9７ 9７９１ ９４5７ 7０ 弓 句

／。 8３ 8８

,9８ ”9７ 9７ 9８９２ ” ９７ 9８7２ 7８ 8２ 8８ 8８
9９ 1.0２０５５

･9６ ､9７ 9８ 9９ 9９９６ 死一鮨
9７7９ 8５ 9０ 9２ 9４ 餌一兜 ９７ 9８ -98 ９８9６ ”7４ 8３ 9０ ９４８１ Ｑ１／ ｴ

３セット合体 . ” １．０
､9８ 9８9５ 9７９０ ９３ 9６ '７ 9７7１ 守 守

ノ ノ 7８ 8５ ９１

注：､９０以上に薄い網掛け、、95以上に濃い網掛けを付している。
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あれば.９５以上となっている。
相関の強さの変化を視覚的に確認するため、３セット合体の上段のセットについて、

項目数が異なる場合の散布図の変化を図５に示す｡120問版を基準とした時､48問であっ
てもかなりの程度類似した結果が得られると解釈できるだろう。

卸I謬織’・ジグ濠ググ／／／／／／９０．．

６０～８
●、-30.､:９：｡;:.：：.,.；：,::：：：，‘１．：．；。:‘，‘§１．．?‘;.:｡$,,‘．?.,､::1.4;:，Ｐド：§． ：｝ｐ:：，；§’１；、ｑ･#｜：．！‘（？．:.：．｛：，Ｐ.:.！.{:1.ｔ９１.‘．§.,:§、Ｐ：§● ●

Ｏ１２３４５０２４６８４１０１６５１０１５２０１０２０１０２０３０１０２０３０１Ｏ２５４ＯｌＯ２５４Ｏ２Ｏ４Ｏ２Ｏ４Ｏ的２０４０“２０４．釦２０４．画２。””

図ら項目数ｓ～gOの短縮版の120問版との素点の散布図
縦軸が120問版の素点、横軸が短縮版の素点。一番左のプロットが項目数６，左右から８番目（中
央）のプロットが項目数48、一番右のプロットが項目数90。

次に３フオーム合体の上段と下段のセットに関して、相関係数の強さの変化を折れ
線グラフで視覚化してみた（図６)。項目数が小さいうちはおそらくランダムな項目選
定の影響のため２つの線に隔たりがあるが、４２問あるいは４８問あたりから２つの線は
事実上重なり、l.0にかなり近くなっていることが視認できる。

、
”
釦
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０

０
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０
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０
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参=雲霧雪雲==言
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６ １ ２ １ ８ ２ ４ ３ ０ ３ ６ ４ ２ ４ ８ ５ ４ ６ ０ ６ ６ ７ ２ ７ ８ ８ ４ ９ ０ ユ 加

一 Ｃ Ｏ Ｍ Ｂ １ - Ｃ Ｏ Ｍ ８ ２

図Ｓ項目数の漸増による120問版との相関の変化
COMBlは３セット合体の上段、COMB2は下段。

4 . 2 . 2信頼性
ll6種類の短縮版および４種類の120問版のデータセットのクロンバックαを表10

にまとめた。
視覚的に確認するため、３セット合体の場合の値の変化の折れ線グラフを作成してみ

た（図７)。項目数が６０に達したあたりから事実上２本の線が重なっていることが見
て取れる。
一般に信頼性のひとつの基準とされる.70以上に薄い網掛けを、．８０以上に濃い網掛
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表１０項目数の異なるデータセットの信頼性係数：クロンバツクα
数目項

フ ォ ー ム
７２ ７８ ８４ ９０ 1２０5４ ６６1２ 2４ 3０ 3６ 4２ 4８ ６０６ 1８

､8０ 8８8６ 8８ 8８７６ 8３ 8４ 8４3８ ５４ ５８ ６４ ６９
8８ 凝り２０５１

7９ ８１ 8３ 8６ 8７６５ ワコ
『 ゴ 7５3５ 5４ ６５ 5８ ６４ ６５

9４ 8７ 8８ 8８7８ 8２ 9７５６ ５９ ７３ ７５ ８１６１ ６９
鍵8９２０５２
：馴一獅

､8４ 8４ 8５ 8６ 8７ 8８お一郷
カー鮪

句 句
筌 塁 5３ 5３ ６２ ワ１

ノⅡ

灘８ §鱸 §難 繁鑿 露黙3４ ５９ ７８６４ 7４
鰯 鱈２０５５

“職 8８ ､89 葱９ ;識 灘 錘 識鰯 蝿８］５６ ６６ ７３

8４ ､誕 ､8９ 溌翻錘一妬
8８ 8９7６ 鋤二露

５３ ５５ 5６ ６９ ７５
３セット合体 鰯 蕊騨蕊識鰹3ﾘリ 8９ 雛７８ 8７ 8？ 8８7４ ７９5３ ６８

注：‘７０以上に薄い網掛け、、８０以上に濃い網掛け、、90以上に非常に濃い網掛けを付している。

釦
鋤
騨
沁
釦
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沁
い
、
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０
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０

０

０
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6 1 2 準 Z 4 ３ ０ ３ ５ ４ ２ ４ ８ ５ ４ ６ ０ ６ ６ ７ ２ ． ７ ８ ８ ４ 9 0 1 2 0

＝函ＣＯＭＢ１“△ＣＯＭＢ２

図７項目数の漸増によるクロンバックαの変化
COMBlは３セット合体の上段、COMB２は下段。

けを、.９0以上にさらに濃い網掛けを施している。４８項目あれば、〃=１４と受験者人数
の少なかったフオーム２０５１でも.７0以上の数値が得られている。３セット合体した場
合には、３０項目あれば.７0以上、４８項目あれば.８0以上が得られている。やはり項目
数４８が、ひとつの最低基準と言えるかもしれない。

４．２．３基準関連妥当性
最後に、TOEICFL&Rを基準とした場合の相関係数を求めてみた（表l１)。サンプ

ル数が〃=１４であったフォーム２０５１は、上段では４２問でいったん.７０に達した数値
が６６問でふたたび７０を下回るなどノイズと解釈できるパターンが見られるので、と
りあえず除外して考えることとする。他の２つのフォームでは５４間あれば最低でも.７０
が得られている。
相関の強さの変化を視覚的に確認するために、３セット合体の上段について散布図を

- ８ １ -
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表１１項目数の異なるデータセットの基準関連妥当性:TOEICL&Rとの相関係数
数目現

フ ォ ー ム
７つ
ノ 全 ７８ ８４ １２０2４ 3０ ３６ ４２ 4８ 5４１６０ ６６ ９０1２ 1８６

7０6６ 6８５７ ５７ 6３ 6５ 7０ 7３ ７０ 7０ 6７5８ ６６
7２ 7０2０５１

6３ 6７ 7０６３ 6９ くＯ
ジ 〃 6４ ６４ 6４ 6５ 6６5０ ６４ ６７

弓 ヘ
ノ型 7４ 可 今

ノコ６１ ６７ 6３ 6８ 6８ 7１ ７０ 7３ 7５４９ ６４
7４ 7６2052

７ワ
’ 一

守句
ノ色

守勺
ノ全 ７１ 可 句

ノュ 7４４２ ５３ 6２ 6４ 6７ ６９3４ “

8１ 8２８Ｉ 8２ ８１ ８１５９ 7４ 7５ 勺勺
ノノ 7９ ８１5４ ６８

8４8３2055
8０ ８１ 8２ 8４ 8４ 8３ 8３7８ ８１6４ ６８ ７１ 7４ 7６

7８7３ 7６ ７６ ７７ 7６ 7８ 7９７１ ７１ 7４5４ ６１ ６５
３セット合体 8１8０

7９ 7９ 8０7９ 7９６７ ワゥ
Ｊ 今 7４ 7６ 7７ ７８5６ ６０ ６０

注：.７０以上に薄い網掛け、、８０以上に濃い網掛けを付している。

IM":!lilﾘ蕊銭銭皐蒙織鎮銭,簿鐸盛蕊蕊蕊鍾
０ １ ２ ３ ４ ５ ０ ２ ４ ６ ８ 4 １ ０ １ ６ ５ １ ０ １ ５ ２ ０ １ ０ ２ ０ 1 0 2 0 3 0 1 0 2 0 3 0 1 0 2 5 4 0 1 0 2 5 幻 ２ ０ ４ ０ 2 0 4 0 “ ２ ０ ４ ０ 釦 2 0 4 0 帥 ２ ０ ４ ０ “ 釦 ５ ０ ８ ０ ｍ ｍ ”

図８TOE ICL&Rスコアと６問版～１２０問版VELCTes t素点のプロット
縦軸がTOEICスコア、横軸がVELC素点。一番左のプロットが項目数６、一番右が項目数120。

作成したものを図８に示す。３セット合体では４８項目の時点で.７５に達している。項
目数４８のプロットは左から８つ目のものである。かなり強い相関があることが視認で
きる。
相関係数の変化を折れ線グラフでnj視化してみた（図９)。やはり項目数が４８を超

えるあたりから、９０問版が到達する上限にかなり近い域に達していることが見て取れ
る。
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項目数の漸増によるTOE ICL&Rとの相関係数の変化
COMBIは３セット合体の上段、COMB２は下段。
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５考察および結論
本研究はVELCTbSt③の３種類のフオームの実際の受験データをもとにして模擬的に

作り出した短縮版データについて、90問版の信頼性と妥当性を検証し、かつ90問よ
りさらに項目数を減らした場合の信頼性と妥当性への影響を調べた。その結果、運用
を開始している９０問版は(1)120問版との素点の相関係数が３つのフオームとも'＝
､98以上と極めて高く、（２）信頼性係数もα＝､91以上であり、(3)TOEIC@L&Rとの
相関の強さも120問版とほとんど変わらなかった。TOEI(PL&Rとの相関を今回は素点
ベースで計算しているが、実際の短縮版の場合はパート別のVELCスコアをもとにし
た回帰式によって算出されるため、本研究での数値よりも高いものになることは再度
確認しておきたい。すなわちVELCTbSt②の90問版は120問版と事実上ほとんど変わら
ない精度を持って、日本語を母語とする大学生に関するプレイスメントや授業効果測
定が行えるツールであることが確認できたと言えよう。
さらに項目数を漸減した場合のシミュレーションの結果としては、テスト全体で４８

項目（６つのパートに各８項目）あれば､ある程度の精度(120問版との相関は.95以上、
クロンバツクαはおおよそ.８０以上、TOEICL&Rとの素点による相関.75以上）を持っ
て測定が行えそうである、という見通しが得られた。極めてハイステイクスであると
までは言えない一般的な英語熟達度テストの目的に照らした時、信頼性係数.８０という
のは満足できる水準であると考えられる。本研究により、今後さらにコストパフォー
マンスのよい英語力測定を実施してゆくための貴重な示唆が得られたと言えるだろう。
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